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(
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九
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年
度
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田

上

繁

京都大山崎調査報告

大

山
崎

歴
史
調
査
研
究
会

が
神

奈
川
大
学

日
本
常

民
文
化
研
究

所

の

一
研
究
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
し
て

一
九
九
五
年

度

に
発
足
し
て
以
来
、

は
や
三
年

が
経
過

し
た
。
大
山
崎
町
、
な
ら
び

に
関
連
地
域

の
歴
史

史
料

の
悉
皆
調
査
を
基
本

と
す
る
本
研
究
会

の
活
動
も
や

っ
と
軌
道

に
乗
り
は
じ
め
、

こ

の
間
、
研
究
を
進
展
さ
せ
る
た
め
、
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト
参
加
者

は
現
地
調
査

と
研
究
所

で
の
日
常
的
な
作
業

に
取

り
組

ん

で
き

た
。

以

下
、

一
九
九
七
年

度

の
調
査
報
告
を
現
地
調
査

と
研
究
所

で
の

作
業

と
に
分
け

て
記
述

す
る
こ
と

に
す
る
。

一

現
地
調
査

一
九
九
七
年
度

に
は
、
現
地
調
査
を

一
回
実

施
し
た
。
調
査

は
、

古

文
書

調
査

を
中
心

に
し
て
、

}
九
九
七
年

九
月
八
日

か
ら
十

三
日

ま

で
の
五
泊
六
日

の
日
程

で
行

わ
れ
た
。

今
回

の
調
査

に
は
、
中
島
三
千
男
、
石
井

日
出
男
、
橘
川
俊
忠
、

川
鍋
定
男
、
関

口
博
巨
、
田
上
繁
、
大
学
院
生

の
網
野
暁
、
鈴
木

江

津

子
、
須
永

敬
、
武
藤
健
作
、
織

田
寿
文
、
小
林
公
子

(以
上
、
本

学
大
学
院

歴
史

民
俗
資
料

学
研
究
科
)
、
篠
原

曜

(本
学
大

学
院

経

済
学
研
究
科
)
と
、
聴
講
生

の
笠
井

ナ
ミ
子

の
総
勢
十
四
名

が
参
加
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し
た
。
今
回
、
調
査

を
実
施

し
た

の
は
、
疋

田
種
信
家
所
蔵
文
書

と

大
山
崎

町
歴
史
資
料
館
保
管

の
小
泉
家

文
書

で
あ
る
。

な

お
、
昨
年
度

ま

で
の
調
査

で
す
で
に
写
真
撮
影
作
業

に
着
手

し

て
い
る
観
音
寺
所
蔵
文
書

に

つ
い
て
は
、

調
査
期
間
中
、
ご
住
職
が

中
国

へ
留
学

の
た
め
不
在
で
あ

っ
た
こ
と
と
、
山
門
が
改
修
中

と

い

う

こ
と
で
、
ご
挨
拶

に
の
み
お
伺

い
し
、
今

回
の
調
査
を
見
合

わ
せ

た
。
さ
ら

に
、
中
世

以
来

の
彪
大
な
古

文
書

群
を
所
蔵

さ
れ
て

い
る

離
宮

八
幡
宮

に

つ
い
て
も
、
他
家

と
同
時
併
行

で
進

め
る

の
は
調
査

人
数

の
点

で
困
難

な
た
め
、

こ
れ
ま

で
も
本
格
的

な
調
査

に
入

っ
て

い
な
か

っ
た
が
、
今

回
も
巻

子
本

に
仕
立

て
ら
れ
た
中
世
文
書

の
閲

覧
及
び
収
蔵
室

に
収

め
ら
れ
て

い
る
近
世

・
近
代
文
書

の
収
納
状

況

と
分
量

の
把
握
だ

け

に
と
ど
め
て
調
査
は
実
施
し
な
か

っ
た
。

さ
て
、
今
回

の
調
査

で
作
業

を
進

め
た
二

つ
の
家

の
文
書

に

つ
い

て
、
そ

の
作
業
内
容

を
簡
単

に
記
す
と
、

次

の
よ
う
に
な
る
。

疋

田
種

信

家

文

書

(疋
田
種
信
家
所
蔵
)

(1
)
作
業
継
続
中

の
疋

田
家
文
書

に

つ
い
て
は
、
今

回

の
調
査

で

新
出
文
書
が
見

つ
か

っ
た

の
で
、

こ
れ
ま
で
の
文
書

収
納
箱

の
最

終
番

号

23

に
、
新

出

文
書

分

と

し

て
箱

24

.
箱

25

.
箱

26

.
箱

27

・
箱

28
ま

で
の
箱
番
号

(す

べ
て
箱

と
は
限
ら
ず
、
封
筒

も
含

ま
れ
る
)

を
新

た

に
追
加
し
た
。

親
番
号

と
な

る
各
箱

に
収

め
ら
れ
た
新
出
文
書

の
内
容

を
大
雑

62

把

に
掲
げ

て
お
く

と
、
以
下

の
よ
う

に
な
る
。

2

箱
24
…
木
箱

に
収
納

さ
れ
た
も

の
で
、
連
歌

.
俳
句
関
係
、
書

状
な
ど
を
中
心
と
す
る
文
書
群

で
あ

る
。

箱
25
…
ダ

ン
ボ

ー

ル
箱

に
収

め
ら
れ
た
文
書

で
、
扇
面
、
短
冊

な
ど

で
あ

る
。

箱

26
…
封
筒

に
詰

め
ら
れ
た
も

の
で
、
明
治
六
年

の
社
家
書

上

帳
と
系
図

で
あ

る
。

箱

27
…
座
敷
床

の
間
付
近

に
出

さ
れ
て

い
た
文
書
群

で
、
文
芸

関
係

の
箱

か
ら
部
分
的

に
取
り
出

さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら

れ
る
。
整
理

に
際

し
て
は
、

一
時
的

に
、
神
奈
川
大
学
日

本
常

民
文
化
研
究
所

の
文
書
用
整
理
封
筒

に

一
括

し
て
入

れ
、

酌
27

の
番
号
を
封
筒

に
付
し
て
保
存
す
る

こ
と
と
し

た
。

な
お
、

こ
の
漁
27

の
番
号
を
付
し
た
封
筒

は
、
箱

28

の
文
箱

に
入
れ
て
保
管

し

て
い
る
。

箱

28
…
「総
合
資

料
館
」
差
し
出

し
の
封
筒

な
ど
が
収

め
ら
れ

た
文
箱

(床

の
間

に
あ

っ
た
も

の
)

の
中

に
文
書

が
混
入

し
た
も
の
で
あ

る
。
文
書

の
取
り
出

し
と
内
容

の
検

討
は
、

次
回

の
調
査

で
行
う
予
定

で
あ
る
。

(2
)
調

査
期
間
中

の
九
月
九
日

よ
り
十

三
日
ま

で
の
五

日
間
、
同

家

の
応
接
間
を

お
借
り
し
て
、
大
型

カ
メ
ラ
四
台

(最
終
日

の
み
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五
台

)
を
設
置

し
古
文
書

の
撮

影
を
行

っ
た
。
今
回

の
新
出
分
も

含

め
て
全
部

で
二
十

八
の
文
書
収
納
箱

の
う

ち
、
昨
年

ま

で
の
作

業

で
箱

1

(全
部
)
・
箱

2

(文
書

番

号

9
ま

で
)

の
文
書

が
撮

影
済

み
と
な

っ
て

い
た
が
、
今

回

の
調
査

で
箱

2

(文
書
番
号

10

か
ら
)
.
箱

3

・
箱

15

・
箱

26

の
文
書

の
写
真
撮
影
が
完
了
し
た
。

今
回

の
撮
影

で

マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
に
収
録
し
た
巻
数

は
、
十

四
巻

で
あ
る
。
前

回
ま
で
の
分
を
合
わ
せ
る
と
、
撮
影
済

み

マ
イ

ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
は
、
全
部

で
二
十
巻

と
な
る
。

こ
れ

は
、
疋
田
家

文
書

の
総
分
量

の
お
よ
そ

二
～

三
割
程
度

に
当
た
る
。

な
お
、
各

収
納
箱

の
大

き
さ

に
は
大
小
が
あ
り
、
文
書
点
数

も
平
均

し
て
収

納

さ
れ
て

い
な

い
の
で
、
箱
数

が
そ

の
ま
ま
分
量

の
割

合
を
表
わ

す
も
の
で
は
な

い
。

(3
)
上
記

の
作

業

と
併

行

し

て
、
文

書

一
点

一
点

の

ス
リ

ッ
ト

(文
書

一
点
ご

と

に
整
理
番
号
を
付
与

・
明
示
す
る
た

め
の
短
冊
)

入
れ
作
業
を
進

め
た
。
前

回
の
調
査

ま
で
に
終
え

て
い
た
箱

1

・

箱

2

.
箱

3

に
加

え
、
今

回
の
作
業

で
箱

4

・
箱

5
と
箱

15

・
箱

26
の
ス
リ

ッ
ト
入
れ
作
業
を
す

べ
て
完

了
さ
せ
た
。
ま
た
、
箱

7

に

つ
い
て
は
、
文
書
番
号

(子
番
号
)

1
か
ら

9
ま

で
の
ス
リ

ッ

ト
入
れ
作
業

を
終
え

て
い
る
。

小
泉
家
文
書

(大
山
崎
町
歴
史
資
料
館
保
管
)

(1
)
小

泉

家

文

書

の
整

理
、
写
真

撮

影

に

つ
い

て

は
、
九

月

九

日

.
十

日
の
二
口
間

に
わ
た

っ
て
、
大
山
崎
町

歴
史
資
料
館
内

で

作
業

を
実
施

し
た
。
最
初

に
、
昨
年

の
調
査

に
引

き
続

い
て
、
古

文
書

一
点

一
点

の
封
筒

(中
性
紙

)
詰

め
を
行

っ
た
。
今
回

の
調

査

で

の
撮
影
予
定
文
書

(文
書
番
号

61
ま
で
)

に

つ
い
て
は
、
す

べ
て
封
入
作
業

を
終

え
た
。
文
書
番
号

62
以
降

の
封

入
作
業

は
、

次
回

の
調
査
時

に
行
う

こ
と
に
な

る
。

(2
)
大

型

カ
メ
ラ

一
台

を
設
置

し
て
、
文
書
番
号

32
ま

で
終

え

て

い
た
前
回

の
続
き

か
ら
撮
影
作
業
を
開
始
し
た
。
今

回

の
写
真
撮

影

で
は
、
文
書
番
号

61
ま
で
収
録
し
終
え
た
。

マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル

ム
は
三
巻

で
、
前
回
ま

で
の
撮
影
分
を
合

わ
せ
る
と
全
部

で
六
巻

と
な

る
。

以
上
が
、

一
九

九
七
年
度

に
実
施
し
た
大
山
崎
町
調
査

の
概

略

で

あ
る
。
大
山
崎
町

に
は
、
調
査

の
対
象

と
し
て

い
る
離
宮

八
幡
宮
、

観
音
寺
、

疋
田
種
信
家
を
は
じ
め
、
貴
重
な
文
書
群

を
所
蔵

す
る
寺

社
や
家

が
多
数
存
在

す
る
。
中
世

に
油
神

人

の
結
集

に
よ

っ
て
形
成

さ
れ
た
自

治
的
都
市
共
同
体

口
惣
中

の
中
核

で
あ

っ
た
と
さ
れ
る
離

宮

八
幡
宮
、
近
世

に
将

軍
家

と
天
皇
家

の
両
祈
願
所

で
あ

っ
た
と
み
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ら

れ
る
観
音
寺
、
さ
ら

に
は
、
神
人

(社
家
)

の
系

譜
を
も

つ
疋
田

種
信
家

な
ど
に
伝

わ
る
文
書

は
、

い
ず

れ
も
史
料
的
価
値

の
高

い
も

の
ば

か
り

で
、
時
期
的

に
も
中
世
以
来

の
文
書
が
多
数
伝
来
す

る
な

ど
、
大
山
崎
町
は
歴
史
研
究

の
宝
庫

と

い

っ
て
も
決
し
て
過
言

で
は

な

い
。

こ
う
し
た
興
味
深

い
大
山
崎

町

の
研
究

に
、
調
査

に
参
加

し

た
院

生
諸

氏
も
大

い
に
関
心
を
も

ち
、
調
査
期
間
中
、
作
業
終
了
後

に
宿
泊
先

で
各
自

が
そ
れ
ぞ
れ

の
問
題
関
心

に
沿

っ
た
研
究
報
告
を

行

っ
て
研
究

の
第

一
歩

を
踏

み
出

し
た
こ
と
は
、
今
回

の
調
査

の
大

き
な
収

穫

で
あ

っ
た
。

二

研
究
所
で
の
作
業

前
年
度

ま
で
の
調
査

の
結
果
を
踏
ま
え
、

次

の
よ
う
な
作
業
を
進

め
て

い
る
。

日
常
の
作
業

研
究
所

に
お

い
て
は
、

研
究
所

に
お
け
る
日
常
的

な
作
業

の
う

ち
、
主
な
も

の
を
掲
げ

る

と
以
下

の
通

り
で
あ

る
。

(1
)

こ
れ
ま
で

の
調
査

で

マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム

に
収

め

た
各
家

所

蔵
文
書

の
現
像

と
焼
付

(C
H
)
。

(
2
)
現
像
後

の

マ
イ
ク

ロ
フ
ィ

ル
ム
と
焼
付

(C

H
)

の
点

検
作

業
。

(3
)
焼
付

(C
H
)

の
製
本
準
備

の
た
め

の
作
業
。

(4
)
製
本

さ
れ
た
焼
付

(C
H
)
を
利
用

し
て
の
目
録
取
り
作
業
。

右

に
列

記
し
た
作
業

は
、
調
査

に
参
加

し
た
院
生

が
中
心

と
な

っ

て
活
発

に
進
め
ら
れ
て

い
る
。

定
例
研
究
会

一
カ
月

に

一
回

の
割
合

で
、
調
査
参
加
者

が
中

心
と
な

っ
て
研
究

会

を
実

施

し
て

い
る
。

一
九
九
七
年
度

に
は
、

『大
山
崎

町
史

史

料

編
』

(大
山
崎
町
刊
行

)

に
収
録

さ
れ

て

い
る
疋
田
種

信
家

の
中

世
文
書

の
読
解

や
、

「中
世
神
社
史
研
究

の
基
本
問
題
」

(横
井
靖

之
、

『新

し

い
歴
史
学

の
た
め

に
』

二
二
七
号
所
収
)
、
「
石
清
水

八
幡
宮

と
大
山
崎
神
人
」

(小
山

田
陽
子
、

『地
方
史

研
究
』
第

四
八
巻
第

一

号
所
収

)
な
ど
の
諸
論
文

の
検
討
会

を
行

っ
た
。

と
こ
ろ
で
、

一
九
九
七
年
度

の
活
動

で
特
記
さ
れ
る

の
は
、
文
部

省
科

学
研
究
費
助
成
金
を
申
請
し
た
こ
と
で
あ

る
。
そ

の
科
研
費
申

請

の
経
緯

に

つ
い
て
、

こ
こ
で
若
干
触

れ
て

お
き
た

い
。
前
述

し
た

よ
う

に
、
大
山
崎

町

に
は
中
世

か
ら
近
代

に
至

る
ま
で

の
彪
大

か

つ

史
料
的
価
値

の
高

い
文
書
群
が
伝
わ
る
。
加

え
て
、
歴
史
学

の
み
な

ら
ず
、
民
俗
学

に
関

す
る
貴
重
な
諸
資
料
も
数
多
く
現
存
す
る
。
近
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年
、
歴
史
学
と
民
俗
学

が
協
同

し
て
新
た
な
研
究
領
域

を
切
り
開

こ

う

と
す
る
試

み
が
な

さ
れ
、

一
定

の
成

果
も
生

み
出
さ
れ

つ
つ
あ
る
。

と
く

に
、
文
書
、
書
籍

、
日
記
を
は
じ
め
と
す

る
文
献
史
料

や
、
伝

承
、
民
具
な
ど

の
民
俗
資
料
を
個
別
的

に
取
り
扱

う
の
で
な
く
、
体

系

的

か

つ
複
眼
的
な
視
点

か
ら
相

互

に
取

り
扱

う
こ
ピ

に
よ
り
、
飛

躍
的

に
研
究
が
進
展
す
る
も

の
と
期
待

さ
れ
て

い
る
。

大
山
崎
町

に

は
、
幸

い
そ
う

し
た
異

な

る
専

攻
分

野

の
研

究
者

が
協

力

し

て
調

査

.
研
究

を
行
う
土
壌
が
整

っ
て
い
る
。

た
だ
、

そ
の
よ
う
な
総
合

的
研
究

は
、
必
然
的

に
大
規
模

な
研
究
体
制

の
形
を
と
ら
ざ

る
を

え

な

い
た
め
、

こ
れ
ま
で

の
研
究
所

の
予
算
規
模

で
は
到
底
な
し
う

る

も

の
で
は
な

い
。

そ
こ
で
、
当
研
究
会

で
は
、
研
究
体
制

の

一
層

の
拡
充

を
目
指

し

て
、
平
成

十

(
一
九
九

八
)
年
度

の
科
学
研
究
費
助
成
金
を
申
請
す

る

こ
と
と
な

っ
た
。
審
査

の
結
果
、

本
研
究

へ
の
交
付
が
認
可
さ
れ

た
。

し
た
が

っ
て
、
今
後

の
調
査

・
研
究

は
、

こ
の
科
研
費

を
活

用

し
な
が
ら
進

め
て

い
く
こ
と
に
な

る
。

そ

の

「山
城
国
大
山
崎

荘

の
総
合
的

研
究
」
を
研
究
課
題
と
す
る

科
研
費
申
請

の
研
究

メ
ン
バ
ー
と
、
研
究
目
的

の
要
点
を
以
下

に
記

し

て
お
く
こ
と

に
す
る
。

【研
究
組
織
】

中
島
三
千
男

笠

松

宏

至

山

本

幸

司

山

口

徹

田

上

繁

宮

田

登

橘

川

俊

忠

津

田

良

樹

川

鍋

定

男

泉

雅

博

関

口

博

巨

石
井
日
出
男

全
体
統
括
、
近
代

の
神
社
政
策

の
研
究

中
世
大
山
崎
荘
の
法
制
史
的
研
究

中
世
大
山
崎
荘
の
宗
教
史
的
研
究

近
世
社
寺
領

の
商
業
経
営
の
研
究

近
世
社
寺
領
の
土
地

・
年
貢
制
度

の
研
究

大
山
崎
荘
の
民
俗
学
的
研
究

大
山
崎
荘
諸
身
分
の
教
養

・
思
想
の
研
究

大
山
崎

の
建
築
史
的
研
究

近
世
社
寺
領
の
家
制
度
の
研
究

近
世
社
寺
領
諸
身
分
の
経
営
の
研
究

近
世
社
寺
領

の
身
分
制
度
の
研
究

近
代
大
山
崎
の
財
政

・
土
地
制
度

の
研
究

【研
究
厨
的
】

神
奈
川
大
学
日
本
常

民
文
化
研
究
所

は
、
研
究

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

の

一
環
と
し

て

「大
山
崎
歴
史
調
査
研
究
会
」

を
組
織
し
、

一
九

九

五
年
度

か
ら
調
査
研
究

活
動
を
続

け

て
い
る
。
現
地

の
古
文
書

は
新
出
分
を
含

め
て
彪
大

で
あ
り
、

そ
れ
ら

の
所
蔵
古
文
書

の
把

握

.
保
管

.
伝
世

を
確
実
な
も

の
と
し

て
い
く
う
え
で
も
、
ま
た
、

研
究

.
教
育
機
関

で
あ

る
大
学

の
研
究

所
が
有
す

る
情
報
を
広
く

学
外

に
示
し

て

一
般
的
な
利
用

の
便
を
図

る
た
め

に
も
、
所
在
古
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文
書

の
原
状
を
尊
重

し
た
悉
皆
調
査

・
悉
皆
撮

影

.
悉

皆
目
録
化
、

及
び
史
料
集

の
刊
行
が
社
会
的
使
命

と
し
て
要
請

さ
れ

る
。

こ
の

社
会
的
使
命

と
と
も
に
、

そ
れ

と
連
動
し
た
調
査

.
研
究

を
進
展

さ
せ
る
に
は
研
究
費

が
不
足
し
て
お
り
、
今
回
科

研
費

を
申
請

し

た

の
も
そ
う

し
た
理
由

に
よ
る
。

天
王
山

の
麓
、
淀
川
右
岸

の
西
国
街
道

(山
崎
街
道
)
沿

い
に

位
置
し
、
ま
た
、
城
摂
両
国

に
ま
た
が

る
大
山
崎
荘
は
、
京
都

の

西

の
関
門

と
し

て
古
く

か
ら
交
通

の
要
地

で
あ

っ
た
。
中

世

に
は

油
座

の
本
所

と
し
て
栄

え
、
近
世

に
は
離
宮

八
幡
宮

の
社
領

(内

積
高
九
五
五
石
余
)
と
な

っ
て

い
た
。
そ

の
よ
う
な
特
徴

を
も

つ

大
山
崎
荘

の
総
合
的
研
究

で
明
ら
か

に
し
よ
う

と
す
る
課
題

は
、

以
下

の
通
り
で
あ
る
。

(1
)
大
山
崎
荘

に

つ
い
て
は
、
従
来
、
荏
胡
麻

を
原

料

と
す

る

灯
油

の
生
産

・
販
売

に
特
権

を
も

つ
油
座

に
結
集
す
る
神

人
達

が
富
裕

な
経
済
力
を
背
景

に
し

て
守
護

不
入

の
自
治
的
都
市
共

同
体

(惣
的
結
合

11
惣
中
)
を
形
成
し
、

こ
の
神

人
達

(社
家

層
)

を
支
配
身
分

と
す
る
惣
中

を
存
続

さ
せ
た
ま
ま
幕
藩
制
下

に
編
入
さ
れ
た
と
評
価

さ
れ
て
き
た
。
離
宮

八
幡
宮

に
結
集
す

る
大
山
崎
惣
中

の
成
立

は
、
石
清
水

八
幡
宮

の
支
配

か
ら

の
離

脱
を
意
味

す
る
が
、
石
清
水

の
山

号
を
め
ぐ

っ
て
元
禄

期

に
至

っ
て
も
両
社
間

に
抗
争
が
あ
り
、
し
た
が

っ
て
、
離
宮

八
幡
宮

領
大
山
崎
荘

の
成

立

に

つ
い
て
は
、
古
代
ー
中

世
ー
近

世
を
通

し
た
統

一
的
な
解
明
が
課
題
と
な
る
。

こ
の
点
、
歴
史

分
析

と

と
も

に
、
祭
神

や
年
中
行
事

に

つ
い
て

の
民
俗
学
的
分
析
が
有

効

で
あ

る
。

(2
)
離
宮

八
幡
宮

の
宗

教
的
特
質

と
し
て
、
「
一
社
流
之
神
道
」

を
強

調
し
て
吉

田
家

か
ら

の
神
道

伝
授

と
禰
宜

.
祝
部
職
補
任

を
拒
否
し

て
い
る
が
、

そ

の
意
味
を
明
ら
か

に
し
た

い
。

(3
)
大

山
崎
荘

に
は
元
禄
期

に
約
五
十

の
寺

院

が
あ

っ
た
。
そ

れ
ら

の
寺
院

と
離
宮

八
幡
宮
と

の
関
係

は
多
様

で
あ

る
。

そ
れ

ら

の
関
係
を
実
証
的

・
統

一
的

に
解

明
す
る
。

(4
)
朝
廷

や
執

奏
家

と
の
関
係

、
社
家

の
官
位

叙

任
、
江
戸

参

府

(年
頭
御
礼

・
朱
印
状

交
付
等
)

の
実
態
を
解
明
す
る
。

(
5
)
近
世
後
期

か
ら
幕
末

に
か
け
て
社
家

数
が

激
減

す
る
。

こ

の
背
景

に
は
、

個
別

の
社
家

の
経
営
及
び
社
頭
財
政

の
困
窮

に

連
動

す
る
構
造
的
な
問
題

が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
が
、
そ
の
点

が
未
解

明
で
あ

る
。
ま
た
、
中
世
ー
近
世
を
通
し

て
、
被
支
配

身
分

の

「
百
姓
」
層

の
存
在
が
経
営

(生
業
)

を
含

め
て
ほ
と

ん
ど
分
析

さ
れ

て
い
な

い
。

さ
ら
に
、
近
世

の
土
地
制
度

.
財

政

に
中

世
的
色
彩
が
強
く
残
存
す
る
が
、

そ
の
実
態
は
必
ず

し

も
明
ら

か
で
は
な

い
。

そ
の
点
を
包
括
的

に
解
明

す
る
。

(6
)
維
新

期

に
お
け

る
土
地

制
度

の
改
変

(社

寺
領

上
知

.
秩
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禄
処
分

・
地
租
改
正
)
と
そ
の
影
響

(財
政
上

の
変
化

、
諸
身

分

の
政
治
的

・
経
済

的
地
位

の
変

動
)
、
及
び

社
家

層

の
士
民

へ
の
改
編

の
問
題

は

一
定

の
解

明
を
見

て
い
る
が
、
近
世

と
の

関
係

に
お

い
て
、
よ
り
実
証

的

・
包
括
的

に
明

ら
か
に
す

る
。

(7
)
書
籍

(和
書
)
・
日
記

・
書
状
等

を
分
析
し

て
、
社
家
層
等

の
教
養

.
思

想
を
文
人
等
と

の
交
流

・
人
間
関
係

・
政
治
的
動

向

を
含

め

て
解
明
す

る
。

本
研
究

の
学
術
的
な
特
色

は
、
全

国

の
社
寺
領

の
中

で
も
中
世

か
ら

の
伝
統

を
も
ち
、
か

つ
規
模
も
比
較
的
大
き

い
代
表
的

な
社

寺

領

で
あ
る
大

山
崎
荘

を
対
象

に
、
歴
史
学
と
民
俗
学

が
学
際
的

に
協
同

し
て
研
究
を
進

め
る

と
こ
ろ

に
あ
る
。

ま
た
、
研
究
組
織

を
構
成
す

る
歴
史
関
係

の
研
究
者

が
専
攻

す
る
時
期
は
中
世

か
ら

近
現
代

に
及
び
、
さ
ら

に
、
専
攻
分

野
も
思
想
史

・
宗
教
史

・
政

治
史

.
法
制
史

.
建
築
史

・
経
済
史

と
多
様

で
あ
り
、

こ

の
構
成

員
が
相
互

に
連
携

し
て
研
究
を
進

め

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
研
究

の

手
薄
な
社
寺
領

に

つ
い
て
、
古
代

か
ら
近
代

に
至

る
政
治
的

・
経

済
的

.
社

会
的
な
総
合
的
解

明
を
図

り
う
る
と
こ
ろ
に
独
創
的
な

点
が
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、
本
研
究

は
、
具
体

的

に
は
、

既
述

し

た
課
題

の
解
明

を
通

し
て
、
社
寺

領
及
び
宗
教

政
策
研
究
等

の
水

準
を

一
段
高

め
る
も

の
と
な
り
、

さ
ら

に
は
中
世
史
研
究

・
幕
藩

制
研
究

.
明
治
維
新
史
研
究

・
天
皇
制
研
究

一
般

に
も

一
歩

を
進

め
る
役
割
を
果
た
す

こ
と

に
な
る
。

最
後

に
、
調
査

に
ご
協
力

い
た
だ

い
た
皆
様

へ
心
よ

り
お
礼
を
申

し
述

べ
て
お
き
た

い
。
と
り
わ
け
、
疋
田
種
信
氏
、
観

音
寺

の
井
上

亮
淳
氏
、
離
宮

八
幡
宮

の
津

田
定

明
氏

に
は
、
調
査

の
た
び
に
お
世

話
を

い
た
だ

い
て
い
る
。

ま
た
、
大
山
崎
町
役
場
、

な
ら
び

に
大
山

崎
町
歴
史
資
料
館

の
館
長
西
田

四
郎
氏
、
福
島
克
彦
氏

に
も
大
変

お

世
話

に
な

っ
た
。
併
せ

て
、
厚
く
感
謝

の
意
を
表
し
た

い
。

(た
が
み

・
し
げ
る

日
本
経
済
史
)
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